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LIA-401 ガス放出防止型高圧ホース検査規程 新旧対照表（令和 4年 11 月 1 日改正） 

 

第１章 （略） 

 

第２章 技術上の基準、検査の方法及び検査の合格基準  

新 旧 備 考 

技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ） 技術上の基準（Ａ） 検査の方法（Ｂ） 検査の合格基準（Ｃ）  

１～１(1)ハ 略 １～１(1)ハ 略 １～１(1)ハ 略 １～１(1)ハ 略 １～１(1)ハ 略 １～１(1)ハ 略  

ニ 復帰ボタン等外部に露出

して使用されるものにあっ

ては、難燃性を有すること。 

 

ニ 炎口の内径が約 10 mm の

ブンゼンバーナを用いて、

JIS K 2240（2013）液化石

油ガス 1 種 1 号又は 2 号相

当品を完全燃焼させ、還元

炎の先から約 10 mm 離れた

位置に試料を水平に置き、

5 秒間経過後試料を炎の中

から取出し、さらに 5 秒後

に試料が炎を出して燃え続

けないことを確認するこ

と。この場合、バーナの炎

の長さは約 40 mm とする。 

 

ニ 難燃性については、Ｂ欄

に掲げる方法により試験を

行い、基準に適合すること

を確認したものをもって合

格したものとする。 

ニ 復帰ボタン等外部に露出

して使用されるものにあっ

ては、難燃性を有すること。 

 

ニ 炎口の内径が約 10mm の

ブンゼンバーナを用いて、

日本工業規格 Ｋ  2240

（2007）液化石油ガス 1 種

1 号又は 2 号相当品を完全

燃焼させ、還元炎の先から

約 10mm 離れた位置に試料

を水平に置き、5 秒間経過

後試料を炎の中から取出

し、さらに 5 秒後に試料が

炎を出して燃え続けないこ

とを確認すること。この場

合、バーナの炎の長さは約

40mm とする。 

ニ 難燃性については、Ｂ欄

に掲げる方法により試験

を行い、基準に適合する

ことを確認したものをも

って合格したものとす

る。 

 

 

表記の変更 

引用 JIS 最新版の適用 

 

(2) 防止機構及び逆止機構のス

プリングは、ステンレス鋼、り

ん青銅、表面に耐食処理を施

したピアノ線、硬鋼線又はこ

れらと同等以上の性能を有す

る金属で製造されたものであ

ること。 

 

(2) スプリングについて 

イ 略 

 

ロ 耐食性又は耐食処理につ

いては、JIS Z 2371（2015）

塩水噴霧試験方法の 5 装置

に定める規格に適合する装

置を用い、9 試験条件に定

める規格に適合する塩水噴

霧試験室において、4.2.1中

性塩水噴霧試験に定める規

格に適合する試験用塩溶液

を 24 時間以上噴霧するこ

とにより確認すること。 

 

(2) スプリングについて 

イ 略 

 

ロ 耐食性又は耐食処理に

ついては、Ｂ欄に定める方

法により試験を行い、腐食

がないか又は腐食面積率が

レイティングナンバ 9.8 で

あることを確認したものを

もって合格したものとす

る。 

(2) 防止機構及び逆止機構のス

プリングは、ステンレス鋼、り

ん青銅、表面に耐食処理を施

したピアノ線、硬鋼線又はこ

れらと同等以上の性能を有す

る金属で製造されたものであ

ること。 

 

(2) スプリングについて 

イ 略 

 

ロ 耐食性又は耐食処理につ

いては、日本工業規格 Ｚ 

2371（2000）塩水噴霧試験方

法の3.装置に定める規格に

適合する装置を用い、9.噴

霧室の条件に定める規格に

適合する塩水噴霧試験室に

おいて、7.2.1.中性塩水噴

霧試験に定める規格に適合

する試験用塩溶液を 24 時

間以上噴霧することにより

確認すること。 

(2) スプリングについて 

イ 略 

 

ロ 耐食性又は耐食処理につ

いては、Ｂ欄に定める方法

により試験を行い、腐食が

ないか又は腐食面積率がレ

イティングナンバ 9.8 であ

ることを確認したものをも

って合格したものとする。 

 

 

 

 

表記の変更 

引用 JIS 最新版の適用 

 

(3)～(4)イ 略 (3)～(4)イ  略 (3)～(4)イ  略 (3)～(4)イ  略 (3)～(4)イ  略 (3)～(4)イ  略  

ロ 長さの調節が 10 mm～20 

mm 単位で容易にできるこ

と。 

 

ロ 工具等を使用しないで長

さの調節が 10 mm～20 mm 単

位で容易にできることを確

認すること。 

ロ 長さの調節が 10mm～

20mm単位で容易にできるこ

とについては、手動操作に

より確認したものをもって

合格したものとする。 

ロ 長さの調節が 10～20mm

単位で容易にできること。 

 

ロ 工具等を使用しないで

長さの調節が 10～20mm 単

位で容易にできることを

確認すること。 

ロ 長さの調節が 10～20mm

単位で容易にできること

については、手動操作によ

り確認したものをもって

合格したものとする。 

単位追記 

 以下 略  以下 略  以下 略 以下 略  以下 略 以下 略  

 

第３章～第５章 略 

以上 


